
教科「情報」実態調査結果（教育の状況）

■‾高等学校等の教科「情報」では、ワープロソフト
や表計算ソフトのようなアプリケーションの基本
操作、文字入力・タイピングやブラウザによるイ

ンターネット上の情報検索のような情報活用の
ための基本操作が多く指導されている。
一方で、これらの項目はそれほど重要とは認識
されていない。

■基本操作に次いで、情報社会と情報に関わるモ
ラルに関する内容が指導されている。
この分野については、重要性の認識も高いが、
指導への自信はあまり高くない。

■モデル化とシュミレーション、アルゴリズムとプロ

グラミングなど、情報の科学的な理解・問題解

決に関する内容はあまり指導されていない。
また、あまり重要とも考えられていない。

○教科「情報」における①指導実施、②重要と認識、③指導に自信がある内容
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◆情報活用のための基本操作

○文字入力・タイピング

○ブラウサ◆によるイン1トネット上の情報検索

◆アプリケーションの基本操作

○ワープロソフトによる文書作成

○表計算ソフトによる表の作成

○画像処理ソフトによる画像の作成・編集

○データへ●－ス〃トによる情報検索

○動画処理ソフトによる動画の作成偏集

○音声処理ソフトによる音・音楽の作成・編集

◆情報の表現・発信・伝達

○プレセンテーシ】ン（スライト●の作成、

適切な情報伝達を含む）

○電子メールによるコらニケーシ］ン（マナーを含む）

○文書表現（文書の適切な構成や

読みやすい記述を含む）
OWebへ0－ゾの制作

（ユーサ◆ビl斤イ・アクセシビリティを含む）

◆情報の科学的な理解・問題解決

○情報のディシ◆タル表現の仕組み

○わトワークの仕組み

○コンピュータの仕組みと動作原理

○問題解決

07ルコーリスームとプログラミング

○モデル化とシbレーション

○コンピュータによる計測・制御

◆情報社会と情報に関わるモラル

○情報社会における安全性
（ネット犯罪、セキュリティを含む）

○情報社会におけるコbニケーシ】ン

○他者の権利と法制度

○情報機器の発達・情報化が社会に及ぼす影響

○社会で利用されている情報システム


